
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 緑のトラスト定期貯金         ＪＡ名 いるま野（埼玉県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

地球の温暖化、海洋汚染、野生生物の減少など環境保全の重要性が年々高まる

中、JA いるま野は、埼玉県が主導する「緑のトラスト運動」に賛同し、県内の優

れた自然や森林資源を守る環境保全活動として昨年に引き続き「緑のトラスト定

期貯金」を発売し、販売額の一定割合を寄付することにより、緑のトラスト保全

地の保全に協力します。 

また、地元の自然とふれあい、環境保全の大切さを実感してもらうため、管内

にある緑のトラスト保全地を訪ねるオリジナルエコツアーを企画し、応募者の中

から抽選で２０組（４０名様）を招待します。 

 

２ 概要 貯金種類：スーパー定期貯金 

期間  ：１年及び３年 

金利  ：１年 ０．０５％ 

     ３年 ０．１５％ 

募集金額：５０億円 

募集期間：平成２６年１月６日～平成２６年２月２８日 

 

３ 成果 

（効果） 

①募集金額５０億円に対し、実績額は５０億６，１８３万円（計画対比１０１％）

契約件数は、３，０２７件となりました。 

②エコツアーについては、平成２６年４月１９日、１１組２６名を対象にトラス

ト保全地（飯能市内）における自然観察会・タケノコ掘りを実施し、とても好

評でした。  

③埼玉県を始め管内行政へ寄付を行いました。（寄付の総額は、実績額の０．０５％

相当にあたる２５０万円です。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２６年度においても同様に募集を行い、販売額の一定割合を寄付する計画

を立てています。 

 

 


